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明
る
く
豊
か
な
市
め
ざ
・
し
て

　

世
界
的
に
農
業
生
産
物
が
飽

和
状
態
を
予
知
さ
れ
る
現
在
、

わ
が
国
の
農
業
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
つ
x
あ
る
。
こ
の
対

策
と
し
て
、
今
後
農
業
経
営
が

総
合
的
に
併
も
合
理
化
し
た
計

画
を
樹
て
、
よ
り
一
層
明
る
く

豊
か
で
、
希
望
に
満
ち
た
農
業

経
営
が
営
め
る
よ
う
に
す
る
目

的
で
、
県
の
協
力
に
よ
り
一
月

二
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
下
庄

出
張
所
で
各
関
係
者
四
十
余
名

が
参
集
、
協
議
の
結
果
、
大
野

市
農
業
振
興
推
進
協
議
会
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
だ
。

　

大
野
市
農
業
振
興
推
進
協
議

会
の
構
成
次
の
と
お
り

会
長
市
長
斎
藤
重
雄

副
会
長
議
会
農
務
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

岸
本
達
也

　
　
　

農
協
連
絡
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　

林
二
見

委
員
議
会
農
林
務
委
員

　

農
業
委
員
代
表
者
、
農
業
共

　

済
組
合
長
、
関
係
団
体
代
表

　

者
、
婦
人
青
年
団
代
表
者
、

　

学
識
経
験
者
、

　

事
務
局
長
助
役
池
田
重
親

計
画
委
員
会
、
地
区
計
画
委
員

会
、
事
務
局
に
は
、
試
験
調
査

部
、
土
地
利
用
改
善
部
、
経
営

改
善
部
、
生
活
改
善
部
、
林
業

改
善
部
か
ら
な
り
部
落
推
進
班

に
は
、
農
事
研
究
会
員
、
婦
人

会
幹
部
、
青
年
会
員
、
部
落
代

表
者
の
構
成
と
な
つ
て
い
る
。

（
写
真
は
振
興
協
議
会
設
置
打
合
会
）

宿
願
の
君
が
代
橋
と

越
美
北
線
に
朗
報

　

二
月
十
三
日
、
市
長
、
市

議
会
議
長
、
ほ
か
関
係
市
議

会
議
員
ら
が
、
全
市
民
の
宿

望
で
あ
る
君
が
代
橋
架
替
え

お
よ
び
越
美
北
線
の
早
期
開

通
に
、
建
設
省
、
運
輸
省
へ

陳
情
の
た
め
上
京
さ
れ
た
が

十
八
日
帰
庁
、
本
県
選
出
衆
ヽ

参
両
院
議
員
な
ら
び
に
前
代

議
士
福
田
一
氏
ら
の
熱
意
あ

る
御
協
力
に
よ
り
次
の
と
お

り
朗
報
が
あ
つ
だ
。

▽
君
が
代
橋
、
今
年
か
ら
着

　

エ
、
二
ヵ
年
継
続
事
業
で

　

行
う
計
画
と
な
つ
て
い
る

▽
越
美
北
線
、
昭
和
三
十
一

　

年
度
予
算
に
一
億
円
の
予

算
計
上
が
確
実
と
の
み
と

お
し
が
っ
い
て
ぃ
る
。

（
註
）
君
が
代
橋
陳
情
は
第

十
二
回
市
定
例
議
会
で
緊

急
動
議
と
し
て
提
案
ご

議
と
な
っ
た
も
の
。

二
月
議
会
の

　
　

あ
し
ど
り

・
六
、
八
、
九
、
十
七
、
二
十

　

五
日
決
算
委
員
会
（
午
前
九
時
）

・
七
日
文
教
委
員
会
（
午
後

　

一
時
）

・
十
三
日
君
が
代
橋
架
替
、

　

越
美
北
線
早
期
開
通
の
陳
情
に

　

上
京積寒事業

更に五ヵ年延長

　

第
十
二

回
定
例
市

議
会
に
お

い
て
決
議

さ
れ
た
第

七
十
号
議

案
、
農
業

振
興
五
ヵ

年
計
画
は

積
塞
法
の

延
長
に
と

も
な
い
計
画
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
実
施
に
当
つ
て
は
、

市
民
各
位
の
理
解
あ
る
協
力

と
運
営
の
適
正
に
よ
つ
て
は

今
後
当
市
農
業
経
営
に
更
に

躍
進
的
発
展
が
期
待
さ
れ
る

　
　
　

（
解
説
は
二
面
参
照
）

農地の交換分合は

非課税

　

農
業
経
営

の
合
理
化
を

図
る
た
め
に

農
地
の
交
換

分
合
が
行
わ

れ
て
い
る
が

こ
れ
ら
の
1

地
の
交
換
分

合
に
対
し
て

不
動
産
取
得

税
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
懸
念
が
あ
る
の
で
、
こ
の

点
に
つ
い
て
御
知
ら
せ
し
よ

　

土
地
改
良
法
に
よ
る
農
地

の
交
換
分
合
以
外
の
農
地
の

交
換
分
合
は
原
則
と
し
て
、

不
動
産
取
得
税
が
課
せ
ら
れ

て
き
た
が
昭
和
三
十
年
三
月

八
日
以
後
は
農
地
改
良
法
に

よ
ら
な
い
農
地
の
交
換
分
合

も
同
法
に
よ
る
も
の
と
同
様

の
条
件
で
行
わ
れ
た
と
き
は

不
動
産
取
得
税
が
免
除
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

も
し
同
税
を
課
税
さ
れ
、

ま
た
は
す
で
に
納
付
さ
れ
た

も
の
で
も
市
農
務
課
ま
た
は

直
接
県
税
事
務
所
へ
申
出
て

下
さ
い
。

風
見
鶏

　

今
月
は
卒
業
式
の
月
で
あ
る
。

い
つ
も
見
慣
れ
た
校
舎
も
、
今
日

を
限
り
に
過
去
と
い
う
名
の
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
る
と
思
う
と
、
シ
ン

ミ
リ
す
る
の
が
人
情
で
あ
る
？
と

こ
ろ
が
、
こ
の
卒
業
式
独
得
の
雰

囲
気
を
、
無
惨
（
？
）
に
も
ブ
チ

コ
ワ
す
の
は
祝
辞
で
あ
る
。
祝
辞

を
の
べ
る
事
は
結
構
な
事
で
、
一

人
で
も
多
く
の
人
か
ら
、
喜
び
と

励
ま
し
の
言
葉
を
の
べ
て
ほ
し
い

が
、
果
し
て
祝
辞
を
の
べ
る
人
が

心
の
底
か
ら
卒
業
す
る
人
の
気

持
に
な
っ
て
の
べ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
ｙ
メ
モ
し
た
紙
を
卓
上
に
お

い
て
、
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
に
ら
み
な

が
ら
喋
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
長
々

と
巻
紙
を
ひ
ろ
げ
、
下
読
み
を
し

て
い
な
い
ら
し
く
、
間
違
い
だ
ら

け
の
朗
読
を
す
る
に
至
っ
て
は
、

ま
こ
と
に
迷
惑
千
万
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
し
か
も
そ
の
文
た
る

や
、
祝
辞
模
範
集
の
マ
ル
ウ
ツ
シ

で
、
矢
鱈
に
ム
ツ
カ
シ
イ
形
式
的

な
言
葉
を
使
う
事
が
多
く
、
全
く

頂
け
な
い
事
お
び
た
だ
し
い
▼
外

国
の
場
合
は
メ
モ
を
見
る
位
が
せ

き
の
山
で
大
低
は
頭
で
ま
と
め
て

話
す
。
日
本
で
も
普
段
は
何
も
見

ず
に
話
す
人
が
、
卒
業
式
や
入
学

式
な
ど
で
あ
ら
た
ま
る
と
、
と
か

く
巻
紙
を
ひ
ろ
げ
た
が
る
？
話
す

方
も
聞
く
方
も
、
義
務
観
念
に
捉

わ
れ
な
い
祝
辞
で
あ
っ
て
ほ
し
い

通
り
一
辺
の
言
葉
は
、
聞
い
た
あ

と
か
ら
忘
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る



繊
維
界
の
革
命
兄

ア
セ
テ
ー
ト

　

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
で

は
二
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
同

組
合
で
、
帝
国
人
絹
よ
り
人
絹

課
長
の
藤
原
氏
外
数
名
を
招
い

て
、
新
繊
維
の
生
産
技
術
の
研

究
会
を
開
い
た
。

　

こ
れ
は
新
ら
し
い
時
代
感
覚

を
持
つ
消
費
者
か
ら
見
離
さ
れ

な
い
よ
う
に
新
繊
維
の
生
産
に

努
め
る
た
め
で
組
合
員
四
十
数

名
が
集
り
熱
心
に
研
究
会
が
行

わ
れ
た
。

　

今
年
の
繊
維
界
に
話
題
を
投

げ
て
い
る
新
繊
維
、
ア
セ
テ
ー

ト
は
酷
酸
繊
維
、
繊
維
系
繊
維

と
合
成
繊
維
と
の
化
合
物
で
半

合
成
繊
維
で
あ
る
。

　

ま
た
エ
ス
ト
ロ
ン
と
も
云
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
ア
セ
テ
ー
ト
の
特
質
は

次
の
通
り

△
非
常
に
着
心
地
が
良
い
こ
と

　

絹
、
毛
繊
維
の
よ
う
な
軽
く

　

て
軟
か
で
豊
か
な
感
触
、
さ

　

つ
ぱ
り
し
た
肌
触
り
を
与
え

　

て
臭
れ
る
と
云
う

△
形
く
ず
れ
が
し
な
い
こ
と

△
汚
れ
が
落
ち
や
す
い

△
日
光
に
も
強
い

△
夏
は
涼
し
く
、
冬
暖
い
と
云

　

う
利
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

適地適作がれらい

解説

　

雪
の
多
い
北
陸
、

東
北
、
北
海
道
の
い

わ
ゆ
る
積
雪
塞
冷
地

帯
は
、
わ
が
国
食
糧

の
一
大
穀
倉
地

帯
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
産
業
の
開
発
も

文
化
の
向
上
も
は
な
は
だ
し
く

立
ち
遅
れ
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
雪
と
塞
さ
」
と
い

う
異
な
っ
た
気
象
条
件
に
あ
る

た
め
で
、
こ
れ
を
技
術
的
に
解

決
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
東
北
、
北
陸

な
ど
の
各
県
が
中
心
と
な
り
こ

の
振
興
を
は
か
ろ
う
と
努
力
の
結
果

昭
和
二
十
六
年
四
月
か
ら
実
施
と
な

つ
だ
の
が
積
雪
寒
冷
単
作
振
興
臨
時

措
置
法
（
略
称
積
家
法
）
で
あ
る
。

こ
の
計
画
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
三

十
一
日
迄
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
更

に
五
ヵ
年
延
長
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
市
の
農
業
形
態
は
平

坦
部
と
、
こ
れ
を
取
り
ま
く
山

間
部
と
に
分
か
れ
て
い
て
、
平

坦
地
の
農
業
経
営
態
は
水
田
を

中
心
と
す
る
偏
重
的
な
純
農
村

で
あ
る
が
、
山
間
部
の
方
は
経

営
規
模
が
小
さ
く
、
林
業
等
の

兼
業
農
家
が
多
い
。

　

市
は
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
、

水
稲
作
を
中
心
と
し
た
多
角
的

農
業
経
営
を
汁
り
、
直
地
遠
削

を
行
い
総
合
生
産
を
高
め
よ
う
と
い

う
目
的
の
も
と
に
計
画
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

一
、
稲
作
の
増
強
と
安
定
化

　

稲
作
は
本
市
農
業
の
主
軸
で
あ
る

の
で
、
用
排
水
路
の
整
備
、
苗
代
対

策
耕
種
技
術
の
改
善
、
土
壌
改
良
、

病
虫
害
防
除
対
策
等
に
万
全
を
期
し

稲
作
増
強
と
安
定
を
図
る
。

　

二
、
裏
作
の
増
産

　

気
象
的
制
約
、
水
利
、
労
力
関
係

か
ら
裏
作
率
の
増
加
は
困
難
な
点
も

あ
る
が
、
動
力
耕
耘
機
の
導
入
、
乾

田
化
等
に
よ
り
土
地
条
件
の
整
備
を

図
り
裏
作
率
二
五
％
を
目
標
と
し
て

各
匿
裏
作
物
の
増
産
を
図
る
。

　

Ξ
、
作
業
能
率
の
向
上
と
換
金
作

　
　
　

物
の
増
産

　

二
項
の
整
備
と
並
行
し
て
農
道
、

圃
場
を
整
備
し
作
業
能
率
の
向
上
と

余
剰
労
力
の
利
用
を
図
り
、
葉
煙
草

里
芋
そ
の
他
有
利
な
換
金
作
物
を
適

地
適
作
し
、
耕
地
の
集
約
利
用
化
を

図
る
と
共
に
現
金
収
入
を
得
、
農
業

経
営
に
弾
力
性
を
持
た
せ
る
。

　

四
、
畜
産
の
振
興

　

商
品
的
畜
産
物
の
生
産
を
目
標
と

し
役
馬
は
動
力
耕
耘
機
導
入
と
共
に

役
肉
牛
に
転
換
し
、
飼
育
法
の
改
善

に
ょ
り
積
生
産
も
併
せ
図
る
。
乳
牛

は
酪
農
熱
の
向
上
に
件
な
い
一
七
〇

頭
に
増
加
、
中
小
家
畜
に
つ
い
て
は

七
反
以
下
の
耕
作
者
に
奨
励
し
、
畜

産
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
併
せ
て

耕
土
の
培
養
を
図
る
。

　

五
、
林
産
の
振
興
と
養
蚕
の
改
良

山
間
山
麓
地
帯
は
諸
施
設
の
新
設
改

良
に
よ
り
林
産
資
源
の
活
用
を
図
り

畑
地
帯
に
は
桑
園
の
改
植
増
反
と
飼

育
法
の
改
善
に
よ
リ
養
蚕
の
振
興
を

図
る
。

回票聊溥
①

　

○
基
本
目
標

　

米
、
麦
、
豆
類
、
い
も
類
等
主
要

食
糧
に
つ
い
て
は
土
地
改
良
な
ら
び

に
耕
種
改
善
に
よ
り
田
畑
利
用
率
の

増
進
と
反
当
り
生
産
量
の
増
加
を
図

る
ま
た
施
設
老
朽
化
に
よ
る
減
産
を

防
止
す
る
。

畜
産
、
養
蚕
、
林
産
に
つ
い
て
は
品

質
改
善
を
図
り
つ
つ
量
生
産
の
増
加

を
図
る
。

」
、
｛
巾
民
こ
ぞ
っ
て
お
互
い
の
善
意

　
　

で
市
税
の
滞
納
を
な
く
し
よ
う

　

最
近
税
務
行
政
も
漸
く
正
常
化
し

滞
納
発
生
も
前
年
に
較
べ
て
一
割
程

度
減
少
し
ま
し
た
事
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
納
税
者
の
御
理
解
と
御
協

力
の
結
果
で
あ
っ
て
今
年
度
も
更
に

こ
の
御
力
協
と
御
理
解
を
得
つ
X
一

暦
の
努
力
を
重
ね
も
っ
と
見
事
な
成

績
を
挙
げ
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま

す
。

　

税
務
の
職
責
を
持
つ
わ
れ
わ
れ
は

納
税
者
の
卒
直
な
声
を
聞
き
な
が
ら

常
に
反
省
し
工
夫
し
つ
X
、
不
断
の

努
力
を
重
ね
滞
納
が
な
く
な
る
よ
う

菖
酸
致
し
た
い
と
氾
い
ま
す
。

二
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
　

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
第
四
百
十
五
条
に
よ
っ

て
三
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
日
迄
固

定
資
産
の
所
有
者
に
対
し
縦
覧
に
供

す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
所

有
者
は
此
期
間
に
自
己
の
資
産
の
状

況
を
確
認
し
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

特
に
土
地
の
異
動
、
家
屋
の
新
改

築
異
動
滅
失
等
が
あ
っ
た
方
は
縦
覧

し
て
下
さ
い
。

　

叉
土
地
叉
は
家
屋
の
異
動
が
あ
っ

た
場
合
に
は
土
地
台
帖
法
叉
は
家
屋

台
帖
法
に
よ
り
土
地
又
は
家
屋
の
所

有
者
は
登
記
所
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

　

こ
れ
に
違
背
し
た
場
合
は
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ξ
、
市
民
税
の
特
別
徴
牧
に
つ
い
て

　

市
民
税
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
市

報
第
二
十
号
で
改
正
の
主
旨
を
述
べ

て
置
き
ま
し
た
が
愈
々
三
十
一
年
六

月
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

実
施
要
領
を
概

説
し
ま
す
と

①
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
る
納
税
義

務
者

前
年
に
給
与
の
支

払
を
受
け
た
者
で

か
つ
四
月
一
日
現

在
に
お
い
て
も
給

与
の
支
払
を
受
け

て
い
る
者

②
前
項
の
給
与
所

得
者
に
つ
い
て
、

当
該
給
与
所
得
者

の
前
年
中
の
所
得

に
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
給
与
所
得
以
外
の
所

得
に
係
る
所
得
割
の
全
部
叉
は
一
部

を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収

す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割
額

及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
に
加
算
し

て
特
別
徴
収
の
方
法
に
ょ
っ
て
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
特
別
徹
収
義
務
者
の
指
定

当
該
年
度
の
初
日
に
お
い
て
納
税
義

務
者
に
対
し
て
給
与
の
支
払
を
し
て

い
る
者
の
内
所
得
税
法
第
三
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
給
与
の
支

払
を
す
る
際
所
得
税
を
徴
収
し
て
納

付
す
る
義
務
が
あ
る
者
を
特
別
徴
収

義
務
者
と
し
て
指
定
し
こ
れ
を
徴
牧

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
法
三

二
I
の
四
1
の
前
段
）

　

倚
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
後
程
印

刷
物
を
作
製
特
別
徴
収
義
務
者
の
御

参
集
を
願
い
御
説
明
を
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

四
、
納
税
組
合
に
つ
い
て

　

納
税
組
合
は
昨
年
出
来
た
ば
か
り

で
発
足
当
初
何
か
と
不
都
合
な
点
も

出
来
ま
し
た
が
組
合
員
各
位
の
御
協

力
に
よ
っ
て
順
調
に
歩
み
を
続
け
て

居
り
ま
す
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。

　

し
か
し
一
部
に
は
納
入
の
遅
れ
て

い
る
人
も
あ
り
ま
す
が
こ
の
こ
と
は

組
合
自
体
の
納
税
成
績
に
も
大
き
く

関
係
す
る
こ
と
で
す
か
ら
一
日
も
早

く
納
入
さ
れ
他
組
合
員
の
方
と
歩
調

を
合
せ
て
行
か
れ
る
様
望
ん
で
い
ま

す
。

　

本
年
も
更
に
納
税
組
合
を
増
強
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
が

未
加
入
の
区
内
の
方
は
区
内
叉
は
職

域
内
（
二
十
世
帯
単
位
）
に
て
結
成

さ
れ
三
月
末
迄
に
届
出
を
終
ら
れ
る

様
に
し
て
下
さ
い
。

届
出
用
紙
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

　

納
税
組
合
に
は
奨
励
金
制
度
も
あ

り
同
じ
納
税
す
る
な
ら
気
分
の
良
く

な
い
督
促
状
を
受
け
な
い
で
気
ら
く

に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
納
ま
る
納

税
組
合
を
結
成
さ
れ
る
様
お
願
い
し

ま
す
。
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共
同
募
金
運
動

百
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
樹
立
・

　

客
年
十
月
一
日
以
降
、
全
国

的
に
展
開
さ
れ
た
共
同
募
金
た

す
け
あ
い
運
動
に
市
民
各
位
の

深
い
御
理
解
と
、
関
係
各
位
の

絶
大
な
る
御
尽
力
に
よ
り
、
昭

和
二
十
一
年
一
月
未
現
在
次
の

通
り
の
好
成
績
を
牧
め
、
遂
に

目
標
額
の
一
誕
に
、
％
の
募
金
額

と
成
り
ま
し
た
。
地
域
社
会
福

祉
の
為
誠
に
慶
賀
に
絶
え
ま
せ

ん
。
茲
に
市
民
各
位
並
に
関
係

者
各
位
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま

す

　
　
　
　

大
野
市
共
同
募
金
会

昭
和
三
十
年
共
同
募
金
実
績

戸
別
募
金
四
‥
六
七
、
〇
三
九
円

街
頭
募
金
五
六
、
一
〇
五
円

大
口
（
法
人
）

募
金
三
三
、
三
」
九
円

合
計
五
五
六
、
五
二
三
円

畜舎の改善で

合理的な堆きゅう肥増産／

　

有
畜
が
盛
ん
な

大
野
市
の
嗇
舎
は

家
屋
内
に
あ
り
、

従
前
通
り
暗
く
換

気
が
1
る
い
の
で

家
畜
は
病
気
に
か

X
り
安
く
、
蝿
や

蚊
の
発
生
場
所
と

な
り
、
こ
れ
が
た

め
に
自
然
伝
染
病

の
媒
介
と
な
り
、

人
や
家
畜
に
大
変

な
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
こ
れ
ら
を
解
消
し
よ
う
と
、
普

及
事
務
所
と
市
長
務
課
が
協
力
し
て

積
極
的
に
各
員
家
へ
畜
舎
の
改
善
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
去
る
日
、
普

及
事
務
所
の
前
田
技
師
と
下
庄
地
区

の
某
酪
農
家
の
改
心
‥
さ
れ
た
嗇
舎
を

訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　

木
の
香
り
も
新
た
な
嗇
舎
か
ら
モ

ー
オ
ー
と
一
声
、
7
和
な
嶋
さ
声
が

聞
々
て
実
に
帽
9
し
い
ぷ
‥
び
が
湧
い

て
来
ま
す
。

　

建
坪
は
十
二
坪
で
二
階
は
藁
や
飼

料
置
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

床
は
全
部
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
で

家
嗇
の
後
側
に
は
、
小
便
の
流
れ
る

溝
か
作
ら
れ
て
、
尿
た
ま
り
に
流
れ

て
い
く
の
で
、
何
時
も
、
乾
燥
し
て

い
て
大
変
清
潔
で
あ
り
ま
す
。

　

窓
は
開
閉
が
自
由
に
出
来
て
い
て

全
部
硝
子
が
入
れ
て
あ
る
か
ら
、
光

線
が
充
分
入
っ
て
大
変
明
る
く
又
夏

の
防
蚊
設
備
も
出
来
て
い
ま
す
。

　

馬
栓
棒
は
、
立
馬
栓
棒
に
改
め
ら

れ
て
、
人
畜
の
出
入
が
至
極
便
利
で

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
牛
の
角
を
折

る
様
な
危
険
は
企
く
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

牛
舎
の
隣
り
は
、
た
い
肥
舎
に
な

っ
て
い
て
、
き
ゅ
う
肥
の
搬
出
に
便

利
で
あ
る
の
で
、
多
量
の
良
質
な
厩

肥
が
生
産
出
来
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
畜
舎
が
改
善
さ
れ
る

と
、
家
畜
の
健
康
状
態
も
良
く
、
能

力
が
著
じ
る
し
く
増
進
さ
れ
て
い
く

上
に
多
量
の
厩
肥
の
生
産
は
、
い
や

が
上
に
も
地
力
が
噌
し
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
す
か
ら
有
畜
農
家
の
方
々

は
一
日
も
早
く
、
一
戸
で
も
多
く
畜

舎
を
改
善
し
て
、
最
高
度
に
生
産
を

挙
げ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

「
写
真
は
改
良
さ
れ
た
畜
舎
の
一
部
」

中
狭
を
自
由
学
区
に

矢
は
下
庄
小
中
学
校
へ

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
、
乾
側
地
区
、
矢
ぱ
新
入
学

児
童
お
よ
び
現
在
乾
側
小
学
校

同
中
学
校
の
在
学
児
童
生
徒
心

下
庄
小
学
校
お
よ
回
中
学
校
へ

転
校
ま
た
は
入
学
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

下
庄
地
区
、
中
狭
を
自
由
学

区
と
決
め
今
年
四
月
一
日
か
ら

の
入
学
児
童
は
、
中
保
分
校
ま

た
は
下
庄
小
学
校
に
入
学
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
「

汗
で
働
き

　
　

笑
顔
で
納
脱

大
野
の
小
売
物
價
は

I
グ
ン
と
下
っ
て
き
た
I

　

昭
和
三
十
年
六
月
十
五
日
現
在
で

大
野
婦
人
会
が
小
売
物
価
調
べ
を
行

っ
た
と
き
、
大
野
市
は
県
内
の
七
市

で
は
一
番
も
の
が
高
い
と
い
う
結
果

が
出
た
事
が
あ
っ
た
。
（
市
報
第
十

四
号
掲
載
）
所
が
福
井
県
庁
が
、
昨

年
十
二
月
十
五
日

を
期
し
県
下
一
斉

に
行
っ
た
越
冬
川

品
な
ら
び
に
、
正

月
川
品
の
小
売
価
格
調
査
に
よ
る
と

大
野
市
は
小
売
価
格
が
県
下
で
も
低

く
、
食
料
品
な
ど
は
一
番
安
い
事
が

わ
か
っ
た
。
調
査
結
果
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

▽
食
料
品
で
は

一
位
福
井
巾

二
位
武
生
巾

三
位
敦
賀
巾

三
位
小
浜
巾

四
位
勝
山
市

五
位
鯖
江
巾

六
位
大
野
市

▽
非
食
料
品

一
位
福
井
市

二
位
小
浜
市

三
位
武
生
市

四
位
鯖
江
市

五
位
大
野
市

六
位
敦
賀
巾

七
位
勝
山
市

　

食
料
品
お
よ
び
非
食
料
品
を
通
じ

て
、
七
市
の
比
較
訓
位
か
見
る
と

一
位
扁
井
市

二
位
武
生
巾

三
位
小
浜
巾

四
位
敦
賀
市

五
位
鯖
江
巾

六
位
大
野
市

七
位
勝
山
市

　　

■ji，．iN’’＜Z＾

泰瞼めう懲

な
く
し
た
い
交
通
事
故

多
い
二
十
代
の
違
反
者

　

交
通
機
関
の
発
達
と
と
も
に
頻
発
す
る
交
通
事
故
は
わ
れ

わ
れ
の
口
常
生
活
を
曇
ら
せ
る
。

　

こ
れ
を
竃
に
、
交
通
道
徳
を
迦
守
し
憂
う
べ
き
事
故
を
な

く
し
明
る
い
社
会
を
作
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

大
野
警
察
署
管
内
で
昨
年
一
月
か
ら
十
二
月
迄
の
主
な
交

通
事
故
を
見
る
と
ほ
と
ん
ど
自
動
車
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

件
数
は
三
十
三
で
あ
る
。

　

死
者
六
名
、
負
傷
者
三
十
名
と
な
っ
て
い
る
こ
の
原
因
は

徐
行
違
反
合
図
不
吸
行
が
最
も
多
く
、
一
寸
し
た
不
注
意
か

ら
起
き
て
い
る
。

　

季
節
的
に
み
る
と
暑
い
時
期
が
比

較
的
に
多
い
が
こ
れ
は
、
気
の
ゆ
る

み
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
年
令
別
で
は

二
十
代
が
最
も
多
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

そ
の
他
の
交
通
違
反
は
五
百
九
十

二
件
で
、
無
免
許
運
転
、
無
灯
火
、

二
人
乗
り
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
大
野
警
察

署
員
が
如
何
に
努
力
し
事
前
事
故
の
防
止
に
当
っ

て
も
個
々
が
交
通
道
徳
を
守
る
自
覚
が
な
け
れ
ば

徒
労
に
期
す
こ
と
に
な
る
か
ら
お
互
注
意
し
合
お

培
え
て
き
た交

通
事
故

◆
市
役
所
の
振
替
口
座
番
号
は
金
淳
二
六
一
三
番
を
御
利
用
下
さ
L
い
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米
作
り
琳
収
の
秘
訣

　
　

秋
落
水
田
の
解
消
か
ら
一
千
二
百
石
増
産

　

秋
落
水
田
の
解
消
で
一
割
の

増
産
が
出
来
る
と
云
う
耳
よ
り

な
お
話
を
知
ら
せ
よ
宍

　

秋
落
水
田
［
草
出
来
が
大
へ
ん
良

か
っ
た
が
、
収
穫
割
に
な
っ
て
、
1

つ
た
程
米
が
な
か
っ
た
］
こ
の
よ
う

な
水
田
を
秋
落
水
田
と
云
っ
て
い
る

　

こ
の
秋
落
水
田
に
つ
い
て
は
、
種

々
研
究
も
し
品
種
の
選
択
、
無
硫
酸

根
肥
料
の
施
川
、
加
里
肥
料
の
合
理

的
施
肥
、
中
千
、
培
土
、
株
数
の
確

保
、
山
赤
土
の
客
土
、
能
酸
石
灰
の

施
川
等
、
技
術
の
研
究
に
よ
っ
て
、

改
善
さ
れ
っ
X
あ
る
が
、
昨
年
上
庄

地
区
、
西
山
、
斉
藤
勇
さ
ん
の
水
田

で
含
鉄
粘
土
（
赤
土
）
施
用
に
よ
り

一
割
の
増
収
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
市
内
三
百
余
町
歩

の
秋
落
水
田
を
合
理
的
に
改
善
す
れ

ば
一
千
二
百
石
の
増
産
は
確
実
と
云

う
わ
け
、
次
に
県
農
試
処
方
憶
に
よ

る
験
試
結
果
を
示
し
て
み
よ
う
。

行
商
人
露
店
商
人
に

　

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

　

金
ず
ま
り
に
な
っ
て
来
た
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
法
方
で
皆
さ
ん
の
懐

中
を
狙
う
行
商
人
や
露
店
商
が
入
り

込
ん
で
最
初
の
内
は
法
外
に
安
く
品

物
を
売
た
り
、
見
せ
た
り
、
こ
れ
に

目
が
く
れ
て
、
金
を
出
し
た
り
、
注

文
し
た
り
す
る
と
品
物
が
渡
さ
れ
る

ま
で
気
が
っ
か
な
い
の
で
す
。
な
ぜ

か
と
云
へ
ば
、
相
手
の
言
葉
や
手
さ

ば
き
に
注
意
し
て
い
な
い
た
め
で
あ

る
。
露
店
商
の
中
に
は
高
貴
薬
で
万

病
を
癒
す
新
発
売
の
薬
だ
が
特
に
宣

伝
中
だ
け
安
く
し
て
お
く
と
言
っ
て

二
束
三
文
の
薬
ま
が
い
な
も
の
を
売

り
っ
け
る
。
こ
の
他
に
色
々
な
方
法

で
被
害
に
か
X
ら
な
い
よ
う
注
意
し

よ
政
ノ
o

　

天
気
は
週
期
的
に
変
り
易
く
晴
と

雨
が
交
互
す
る
が
月
半
ば
か
ら
月
末

に
か
け
て
特
に
天
気
は
悪
く
な
り
そ

う
。
気
温
は
並
か
や
x
低
目
で
降
水

量
は
や
X
多
い
も
の
と
予
想
さ
れ
る

一
、
二
月
に
比
べ
る
と
悪
い
天
気
が

回
復
し
易
い
か
ら
幾
分
暖
か
だ
が
ま

だ
本
格
的
な
春
で
は
な
い
。

　

し
か
し
疏
菜
の
育
苗
は
や
は
り
こ

の
月
に
行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

四
月
に
入
っ
て
か
ら
せ
か
せ
て
作
っ

た
苗
で
は
十
分
な
稔
り
は
穫
れ
な
い

従
来
こ
の
地
方
で
行
な
わ
れ
て
い
る

苗
床
の
欠
点
を
列
挙
す
る
と
お
X
む

ね
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
茄
子
、
胡
瓜
、
ト
マ
ー
ト
、
煙

草
な
ど
い
づ
れ
も
発
芽
、
育
苗
に
夫

々
適
温
か
お
る
の
に
雑
居
し
て
い
る

一
、
初
期
低
温
で
通
風
不
十
分
で
あ

る
。
通
風
さ
え
よ
け
れ
ば
温
度
が
多

少
高
く
て
も
徒
長
す
る
も
の
で
は
な

い
。

一
、
床
土
が
よ
く
な
い
。

一
、
床
面
と
障
子
と
の
間
隔
が
離
れ

過
ぎ
る
。

一
、
畦
巾
、
株
間
が
狭
い

雪
消
し
の
注
意
に
つ
い
て
は
前
号
に

記
し
た
か
ら
読
み
返
し
て
欲
し
い

．
a
g
r
お

S
．
’
／
j

＾
1
1
1

　

4
箔
産

　

長
い
參
ご
も
り
で
大
方
の
家
畜
は

巡
動
不
足
と
な
り
、
飼
槻
も
藁
と
米

ぬ
か
に
片
寄
っ
て
、
蛋
白
、
ヴ
ィ
タ

ミ
ン
、
カ
ル
シ
ユ
ム
等
は
特
に
不
足

勝
ち
に
な
っ
て
い
る
。

　

春
が
近
づ
く
と
共
に
自
然
の
恵
を

十
分
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
青
天
の
日
は
必
ず

屋
外
に
出
し
て
運
動
を
行
い
土
を
踏

み
日
光
浴
さ
せ
る
よ
う
心
掛
け
る
。

伸
び
過
ぎ
た
參
作
物
を
青
刈
し
て
給

与
し
た
り
甘
藍
、
白
菜
の
残
菜
を
利

用
す
る
の
も
よ
い
。
次
に
不
潔
な
厩

舎
に
置
か
れ
た
牛
馬
等
は
っ
め
を
か

な
り
傷
め
て
中
に
は
「
て
い
そ
う
ふ

ら
ん
」
と
云
っ
だ
よ
う
な
病
に
か
か

っ
て
い
る
の
も
あ
る
か
ら
そ
ん
な
場

合
は
専
問
家
の
治
療
を
受
け
て
春
耕

に
間
に
合
う
よ
う
に
し
て
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

最
優
秀
賞
に
森
周
国
光
君

　
　
　

第
二
回
農
事
研
究
発
表
大
会

　

市
主
催
第
二
回
目

の
農
事
研
究
発
表
大

会
が
二
月
十
五
日
午

前
十
時
下
庄
出
張
所

に
於
い
て
開
か
れ
た

　

当
日
は
、
米
作
多

収
穫
競
技
お
よ
び
米

麦
品
質
、
包
装
の
優

良
者
の
表
彰
式
も
あ

り
参
集
者
は
百
余
名

あ
っ
て
盛
況
に
行
わ

れ
た
。

　

十
二
名
の
農
事
研

究
発
表
者
が
あ
っ
た

が
昨
年
に
較
べ
て
1

し
く
研
究
団
体
の
内

容
の
充
実
が
め
立
っ

て
来
た
、
青
壮
年
層

の
進
出
が
多
く
な
っ
て
来
た
事
、
四

H
ク
ラ
ブ
が
研
究
資
料
を
数
字
的

　

（
統
計
的
）
経
済
効
果
等
の
有
益
な

デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
等
立
派
な
研

究
結
果
の
発
表
で
あ
っ
だ
。

　

こ
れ
ら
の
熱
心
な
研
究
団
体
が
主

軸
と
な
り
田
園
都
市
の
推
進
力
と
な

っ
て
欲
し
い
。
尚
今
後
こ
の
種
の
催

を
度
々
行
い
技
術
の
交
流
、
研
究
資

料
の
披
露
を
行
う
機
会
を
作
り
た
い

と
市
助
役
の
挨
拶
が
あ
り
午
後
五
時

表
彰
が
あ
っ
た
（
写
真
は
表
彰
式
）

　

最
優
秀
賞
森
広
国
光
平
沢
、

　
　
　
　
　
　

四
1
1
ク
ラ
ブ
十
八
才

　

優
秀
賞
浜
野
一
彦
青
空
四
H

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
十
五
才

　

優
秀
賞
牧
野
正
上
中
野

　
　
　
　
　

新
耕
会
々
員

　

努
力
賞
松
井
毅
あ
け
が
ら

　
　
　
　
　

す
会
々
員

　

努
力
賞
脇
本
佐
太
郎
下
庄
自

　
　
　
　
　

興
会
々
員

　

努
力
賞
松
田
松
栄
川
上
農
事

　
　
　
　
　

研
究
会
々
員

火
災
予
防
運
動
に
全

　

市
民
の
協
力
を
望
む

　

暖
い
陽
春
の
日
ざ
し
に
、
積

っ
だ
雪
も
解
け
始
め
、
乾
き
切

っ
た
風
が
吹
き
ま
く
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
火

災
が
頻
発
す
る
。

　

三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
七

日
迄
の
間
、
全
国
的
に
火
災
予

防
運
動
か
実
施
さ
れ
る
が
、
全

市
民
が
お
互
い
に
注
意
し
あ
い

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
よ
う

に
し
よ
う
。

　

特
に
学
校
、
病
院
、
工
場
な

ど
の
関
係
者
は
防
火
態
勢
を
強

化
し
火
災
予
防
と
損
害
の
減
少

に
努
め
よ
う
。

　

わ
が
大
野
市
の
昭
和
三
十
年

の
火
災
件
数
は
于
六
件
で
、
そ

の
損
害
額
は
三
百
六
十
八
万
円

に
上
る
。
こ
の
殆
ん
ど
が
自
己

の
不
注
意
か
ら
起
る
も
の
で
、

市
街
地
で
は
煙
突
の
過
熱
、
石

油
コ
ン
ロ
、
旧
村
部
で
は
、
い

ろ
り
の
取
灰
の
不
始
末
が
原
囚

で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
九
年
中
、
全
国
の

火
災
件
数
は
二
万
二
千
六
百
十

八
件
で
、
損
害
総
額
は
三
百
二

十
八
億
円
と
い
う
実
に
莫
大
な

損
失
で
あ
る
。

　

一
人
一
人
の
注
意
に
よ
っ
て

防
止
で
き
る
火
災
に
、
万
全
の

注
意
を
お
願
い
す
る
。

野
兎
駆
除
に
奨
励
金

　

三
月
十
五
日
迄
に

　
　

市
林
務
課
へ農

林
産
物

の
大
敵
、

野
兎
の
駆

除
に
つ
い

て
は
毎
年

格
別
の
協

力
を
得
て

被
害
を
軽

る
く
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が

今
年
も
こ
の
駆
除
の
徹
底
を
は
か
る

た
め
奨
励
金
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
一
羽
も
多
く
と
っ
て
爾
耳

を
三
月
十
五
日
ま
で
に
市
林
務
課
へ

御
出
し
下
さ
い
。
右
の
期
日
以
後
は

奨
励
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

三月の暦

慣
行
区

改
巍
　

区
一
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今
同
冨
行
事

　

一
日
（
木
）
青
年
学
級
謡
曲
講

　
　

座
上
庄
公
民
館

三
日
（
土
）
青
年
学
級
柔
道
講

　
　

座
上
庄
隔
離
病
舎

四
日
（
日
）
作
品
展
示
会
及
び

　
　

バ
ザ
ー
上
庄
公
民
館

　
　

婦
人
会
総
会
上
庄
小
学

　
　

校
作
法
室

五
日
（
月
）
婦
人
学
級
料
理
講

　
　

座
上
庄
公
民
館

六
日
（
火
）
婦
人
学
級
礼
法
講

　
　

座
生
活
の
合
理
化
上

　
　

庄
公
民
館

七
日
（
水
）
婦
人
学
級
生
花
、

　
　

洋
裁
講
座
上
庄
公
民
館

八
日
（
木
）
青
年
学
級
謡
曲
講

　
　

座
上
庄
公
民
館

十
日
（
土
）
青
年
学
級
柔
道
講

　
　

座
上
庄
隔
離
病
舎

上
旬
農
業
振
興
計
画
地
区
計

　
　

画
委
員
会
大
野
市
農
事

　
　

研
究
連
絡
協
議
会

十
二
日
（
月
）
第
十
三
回
定
例

　
　

市
議
会
下
庄
出
張
所

　
　

婦
人
学
級
料
理
講
座

十
三
日
（
火
）
戸
籍
事
務
研
究

会
本
庁
協
議
室
茶
道
及
礼

　
　

法
生
活
の
合
理
化
講
座

　
　
　
　
　
　
　

上
庄
公
民
館

十
四
日
（
水
）
生
花
洋
裁
講
座

　
　
　
　
　
　
　

上
庄
公
民
館

十
五
日
（
木
）
青
年
学
級
謡
曲

　
　

講
座
上
庄
公
民
館

十
六
日
（
金
）
経
済
時
事
講
演

　
　

会
上
庄
小
学
校
作
法
室

十
七
日
（
土
）
青
年
学
級
柔
道

　
　

講
座
上
庄
隔
離
病
舎

十
八
日
（
日
）
婦
人
学
級
料
理

　
　

講
習
会
五
箇
公
民
館

二
十
日
（
火
）
農
事
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　

上
庄
公
民
館

二
十
二
日
（
木
）
青
年
学
級
謡

　
　

曲
講
座
上
庄
公
民
館

二
十
三
日
（
金
）
上
庄
裁
縫
学

　
　

院
父
兄
会
上
庄
公
民
館

二
十
四
日
（
土
）
青
年
学
級
柔

　
　

道
講
座
上
庄
隔
離
病
舎

　
　

婦
人
学
級
閉
講
式
時
局

　
　

講
演
会
五
箇
公
民
館

二
十
八
日
（
水
）
裁
縫
学
院
終

　
　

業
式
上
庄
公
民
館

二
十
九
日
（
木
）
青
年
学
級
謡

　
　

曲
講
座
上
庄
公
民
館

三
十
一
日
（
土
）
青
年
学
級
柔

　
　

道
講
座
上
庄
隔
離
病
舎

下
旬
就
学
児
童
勝
原
校

　
　

下
打
波
校
身
体
検
査

　
　

打
波
校
青
年
学
級
閉
講

　
　

式
五
箇
公
民
館

市長を囲む座談会

　

一
月
二
十
八
日
午

後
一
時
、
大
野
公
民

館
で
、
大
野
地
区
、

三
十
四
名
の
区
長
さ

ん
が
集
ま
り
、
市
長

助
役
、
税
務
、
民
生

課
長
を
交
え
て
、
ど

の
よ
う
に
し
て
市
税
の
滞
納
を

な
く
す
る
か
、
適
正
な
市
税
の

賦
課
が
出
来
る
か
、
明
る
い
市

民
生
活
が
生
れ
る
か
に
つ
い
て

活
ぱ
つ
な
意
見
の
交
換
が
行
わ

れ
て
四
時
十
分
散
会
し
た
。

青
少
年
の
不
良
化
を

　
　

守
る
た
め
に

　

青
少
年
の
不
良
化
防
止
の
た

め
、
青
少
年
の
指
導
育
成
保
護

及
び
、
矯
正
に
関
す
る
総
合
的

施
策
の
適
切
な
実
施
を
期
す
る

た
め
に
必
要
な
。
関
係
行
政
機

関
相
互
の
、
連
絡
調
整
を
図
る

事
を
目
的
で
大
野
市
青
少
年
問

題
協
議
会
か
お
る
。

委
員
は
次
の
通
り

会
長
斎
藤
重
雄

副
会
長
池
田
重
親

委
員
松
田
確
太
郎
、
布
川

　

豊
、
滝
波
与
六
、
上
村
修
太

　

郎
、
山
津
登
、
大
沢
太
数
、

　

岩
崎
英
信
、
西
川
長
之
助
、

　

堀
正
、
猪
島
逸
男
、
赤
星

　

日
恭
、
萩
野
芳
霖
、
堀
福

　

子
、
中
島
主
税
、
松
尾
輝
治

　

土
肥
了
介
清
水
精
一
郎

　

安
川
金
弥
中
村
奥
衛

幹
事
上
池
章
土
谷
好

　

文
田
中
未
六
松
蔭
旭

　

土
川
始

市民の明るい動き。）

「
ニ
コ
ニ
コ
生
活
運
動
」
を
展
開

　
　

大
野
婦
人
会
モ
デ
ル
地
R
｝

　

入
口
の
ガ
ラ
ス
戸
か
ら
斜
に
さ
し

た
電
灯
の
光
が
、
絶
間
な
く
降
る
細

雪
を
絣
模
様
に
浮
ば
せ
て
い
る
。

　

戸
を
あ
け
て
土
間
へ
入
る
と
沢
山

の
長
靴
や
高
下
駄
が

整
然
と
並
べ
ら
れ
、

座
敷
で
は
賑
や
か
た

レ
コ
ド
ー
の
音
楽
に

合
は
せ
て
民
踊
の
真

最
中
。
か
れ
こ
れ
百

人
近
い
人
数
で
あ
ろ

う
か
、
一
目
し
て
ホ

婦
と
わ
か
る
人
達
が

顔
々
に
柔
か
い
笑
み

を
浮
べ
て
手
振
り
が

振
り
鮮
や
か
に
踊
っ

て
い
る
。
外
の
冷
い

世
界
と
は
打
っ
て
亦

っ
だ
暖
か
い
明
る
い

楽
し
い
世
界
で
あ
る
。

　

や
が
て
民
踊
は
「
赤
ト
ン
ポ
」
の

合
唱
に
変
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
っ
て
、
愈
々
今

夜
の
研
究
問
題
に
つ
い
て
講
師
の
話

が
始
ま
る
。
話
が
終
る
と
熱
心
な
意

見
の
交
換
が
展
開
さ
れ
、
夜
の
ふ
け

る
の
も
知
ら
な
い
熱
の
入
れ
方
で
あ

る
。
外
は
相
変
ら
ず
雪
が
激
し
い
ら

し
く
、
庭
の
木
か
ら
落
ち
る
雪
が
、

パ
サ
ツ
と
小
さ
い
曹
を
た
て
る
の
が

と
き
た
ま
き
こ
え
る
。

　

こ
れ
は
昨
年
十
月
五
日
か
ら
始
ま

っ
た
大
野
婦
人
会
モ
デ
ル
地
区
の
座

談
会
の
あ
る
一
こ
ま
で
あ
る
。

　

「
と
か
く
団
体
活
動
は
会
員
か
ら

汗
き
上
っ
て
、
カ
ラ
廻
り
し
や
す
い

も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
深
く
会
員
一

人
々
々
の
考
え
方
を
交
換
し
、
理
屈

で
絡
ら
ず
み
ん
な
の
生
活
で
実
際
に

行
え
る
事
を
決
め
て
ゆ
こ
う
」
と
い

う
声
が
昨
年
春
の
婦
人
会
の
会
議
で

起
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
春
日
三

区
を
モ
デ
ル
地
区
に
し
活
動
を
や
っ

て
見
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

　

早
速
、
春
日
三
区
で
は
婦
人
達
を

中
心
に
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
っ

い
て
話
し
合
い
を
重
ね
、
今
年
は

「
ど
う
し
た
ら
良
い
家
庭
が
出
来
る

か
」
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
、
毎

月
電
休
日
（
第
一
、
第
三
水
曜
日
）

の
前
夜
に
各
家
庭
か
ら
最
小
限
度
の

一
人
が
出
席
し
て
話
し
合
う
会
を
開

く
事
に
き
ま
つ
た
。

　

会
場
は
同
地
区
の
婦
人
会
理
事
で

あ
る
山
内
さ
ん
が
、
私
宅
を
進
ん
で

開
放
さ
れ
、
い
よ
い
よ
第
一

回
の
研
究
会
が
、
十
月
か
ら

始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
札
か
ら
丘
ヵ
月
、
E
月

や
区
の
行
事
の
関
係
で
、
毎
月
二
回

づ
つ
は
集
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
六
回
の
会
合
が
、
時
に
は
映
画
を

中
心
に
時
に
は
幻
灯
を
中
心
に
ま
た

講
師
の
話
し
を
通
じ
て
子
供
の
シ
ツ

ケ
の
困
難
さ
を
語
り
、
嫁
シ
ュ
ウ
ト

の
反
目
の
苦
し
み
を
さ
ら
け
出
し
、

自
分
を
飾
ら
な
い
赤
裸
々
な
告
白
を

語
る
事
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
だ

け
の
も
の
で
な
く
。
み
ん
な
の
開
題

と
し
て
そ
の
解
決
策
を
考
え
出
寸
所

迄
、
生
長
し
て
行
っ
た
。

　

こ
の
集
り
が
歓
迎
さ
れ
、
一
〇
〇

人
程
の
人
達
が
集
る
様
に
な
っ
た
一

番
大
き
な
原
因
は
、
普
段
着
で
も
集

れ
る
と
云
う
点
で
あ
っ
た
。
や
が
て

こ
の
集
り
に
他
の
区
か
ら
参
加
す
る

人
も
ふ
え
、
今
で
は
五
つ
の
区
に
よ

っ
て
集
ま
り
わ
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る

　

会
の
運
営
は
会
員
一
人
一
ヵ
月
五

円
づ
つ
の
会
費
と
、
大
野
婦
人
会
か

ら
の
助
成
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

で
は
こ
の
集
り
か
ら
人
々
は
何
を
え

た
で
あ
ろ
う
か
。
婦
人
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
問
題
は
結
婚
で
あ
る
が
嫁

入
道
八
ハ
を
目
立
た
ぬ
様
に
運
ぶ
事
、

も
し
豪
華
な
道
具
を
欲
し
が
る
な
ら

そ
ん
な
人
の
所
へ
は
ゆ
か
ぬ
事
。
そ

し
て
餅
ま
き
は
絶
対
止
め
る
事
な
ど

が
申
合
せ
ら
れ
、
生
活
面
で
は
、
映

画
は
月
二
回
程
度
に
と
ど
め
る
事
。

家
族
が
み
ん
な
で
歌
う
機
会
を
多
く

も
つ
事
。
毎
日
の
自
分
の
生
活
を
ふ

り
返
っ
て
採
点
カ
ー
ド
を
つ
け
る
事

な
ど
を
I
ま
と
め
に
し
た
「
ニ
コ
ニ

コ
生
活
運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　

高
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
高
倚
な
理
論

を
打
ち
た
て
る
事
も
大
切
だ
が
、
そ

の
前
に
ま
ず
自
分
自
身
で
実
際
に
や

っ
て
ゆ
け
る
事
を
、
こ
の
地
区
の
様

に
小
さ
い
事
か
ら
確
実
に
や
り
と
げ

て
い
く
事
が
よ
り
大
切
で
あ
ろ
う
。

　

今
は
さ
さ
や
か
な
こ
の
活
動
も
、

や
が
て
や
っ
て
来
る
春
の
空
に
浮
ぶ

白
い
雲
の
様
に
大
き
く
拡
が
っ
て
ゆ

く
事
を
所
り
、
ま
た
期
待
し
つ
つ
雪

の
ふ
り
し
き
る
夜
更
け
の
道
を
帰
途

に
つ
い
た
。

（
写
真
は
室
内
で
合
唱
の
婦
人
会
員
）



勝
山
保
健
所

　
　
　

大
野
出
張
所
の
開
設

　

県
の
行
政
機
構
改
革
に
よ
っ
て
、

大
野
保
健
所
が
勝
山
保
健
所
大
野
出

張
所
と
な
り
ま
し
た
。
大
野
出
張
所

で
は
次
の
期
日
で
事
務
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

①
所
内
健
康
相
談
は
毎
週
火
、
木

　

曜
日
の
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

　
　

（
但
し
電
休
日
を
除
く
）

　
　
　
　

（
相
談
内
容
）

　

結
核
、
婚
産
婦
、
乳
幼
児
そ
の
他

　

の
健
康
相
談
、
臨
床
及
び
細
菌
検

　

査
、
X
線
撮
影
及
び
χ
線
に
よ
る

　

諸
検
査

②
保
健
婦
業
務
は
従
来
通
り
行
い

　

ま
す
。

④
各
種
屈
出
、
営
業
関
係
等
従
来

　

大
野
保
健
所
で
行
っ
て
き
ま
し
た

　

業
務
は
従
前
通
り
受
付
相
談
を
い

　

た
し
ま
す
。

④
性
病
診
療
業
務
は
従
前
通
り
行

　

い
ま
す
が
、
初
診
に
限
り
毎
週
火

　

木
曜
日
の
午
前
と
し
ま
す
。

に郷土いろはかるた｜

日
本
海
か
ら
く
る
ふ
ぶ
き

　

冬シベリアから吹いてくる北西の季

節風は、日本海上を通るとき湿気をふ

くんできます。それが北陸へ吹きっけ

るのですが、とくに山地へかかると気

温が下って、ふくんでいた湿気が雪に

なるのです。

大野では十二月頃初雪が降って、一月

下旬から二月に最大となり二米から三

米もっもります。交通の不便、越冬作

物7）作付不能、除雪労力の必要等大き

な障害になるのです。

φ

狐
。
爽

前
号
の

「
弊
」
に
答
え
る

　

第
二
十
号
の
永
田
正
元
氏
の
声
を

読
ん
で
一
言
申
し
述
べ
ま
す
。
吾
等

毘
沙
門
通
り
（
四
番
下
）
区
民
は
、

あ
の
日
の
前
日
即
ち
一
月
十
三
日
早

朝
区
長
さ
ん
か
ら
「
消
防
自
動
車
が

通
れ
る
よ
う
道
路
の
除
雪
を
し
て
ほ

し
い
と
市
役
所
の
通
達
が
あ
つ
た
か

ら
、
本
日
中
に
是
非
や
っ
て
下
さ
い

」
と
指
示
を
受
け
、
区
民
一
同
は
直

ち
に
と
り
か
か
り
お
そ
く
迄
か
か
っ

て
同
日
中
に
完
了
し
た
。
と
こ
ろ
が

翌
朝
八
時
頃
、
三
番
の
方
か
ら
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
三
番
地
籍
の
積
雪
を
こ

こ
へ
押
し
て
来
た
。
そ
れ
で
吾
等
区

民
は
「
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
。
そ
れ
で
は
正
直
に
市
役
所
の
通

達
を
受
け
た
区
長
の
指
示
に
従
っ
た

者
が
馬
鹿
を
み
る

事
だ
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
消
防
署

の
係
員
の
方
が
。

「
皆
さ
ん
の
家
の

入
口
を
ふ
さ
い
だ

雪
は
バ
ス
会
社
の

人
夫
が
、
元
通
り

と
り
の
け
る
か
ら

我
慢
し
て
く
れ
」

と
い
わ
れ
、
そ
の

人
夫
ら
し
い
人
亀

コ
尤
通
り
な
お
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」

と
言
い
ま
し
た
。
吾
等
は
消
防
1
の

除
雪
に
な
ぜ
バ
ス
会
社
の
人
夫
が
つ

い
て
来
る
の
か
其
の
辺
が
理
解
に
苦

し
む
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
は
毘
沙
門
通
り
の
つ
づ
き
を

除
雪
し
た
が
、
入
口
を
ふ
さ
い
だ
問

題
の
雲
は
。
ハ
ス
会
社
の
人
夫
は
少
し

も
直
し
ま
せ
ん
。
吾
等
区
民
は
消
防

者
の
方
に
「
正
直
者
が
馬
鹿
を
み
る

と
は
こ
の
事
だ
」
と
苦
言
を
し
た
。

共
の
時
市
会
副
議
長
土
田
氏
が
通
り

曾
せ
、
雨
方
の
言
分
を
よ
く
聞
き
、

音
等
区
民
も
土
田
氏
の
仲
裁
で
我
慢

し
た
。
市
役
所
の
通
達
と
消
防
署
除

雲
の
連
絡
が
行
屈
い
て
い
た
ら
こ
ん

な
事
に
な
ら
な
く
て
、
三
番
も
四
番

も
同
時
に
除
雲
で
き
た
も
の
と
思
う

叉
其
の
後
二
月
に
入
っ
て
も
私
達
は

い
ち
早
く
消
防
自
動
車
が
充
分
通
行

で
き
る
よ
う
に
除
雪
を
し
た
こ
と
は

消
防
署
も
ご
存
知
の
筈
で
す
。
毎
年

私
達
は
指
示
に
よ
り
早
く
除
雪
す
る

こ
と
に
書
し
て
き
た
又
三
番
地
籍
の

方
は
い
つ
も
除
雪
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
ち
ら
へ
は
除
雪
の
指
示
を
さ
れ
な

い
の
で
す
か
お
た
ず
ね
す
る
。
今
後

正
直
者
が
馬
鹿
を
み
な
い
よ
う
関
係

当
局
の
方
々
に
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　

（
毘
沙
門
、
四
番
下
区
）

定
時
制
高
校
生

　
　

募
集

　

大
野
高
等
学
校
で
は
定
時
制
高
校

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
第
二
次
募
集

　
　

願
書
受
付
三
月
十
日
ま
で

　
　

学
力
考
介
三
月
十
五
日
午
前

　
　
　
　
　
　
　

九
時

　
　

入
学
発
表
四
月
十
七
日
午
前

　
　
　
　
　
　
　

八
時

▽
出
願
手
続

―
、
入
学
願
書
（
大
野
高
等
学
校
へ

　

請
求
の
こ
と
）

2
、
学
力
検
定
料
百
拾
円
と
、
選
抜

　

料
六
十
円
を
そ
え
て
、
出
身
学
校

　

に
申
込
む
こ
と
。

3
、
出
身
中
学
校
に
て
必
要
書
類
を

　

整
え
、
高
咬
へ
申
込
む
こ
と

水
戸
浪
士
事
愛
ご

（
二
）
・
：
大
野
藩

　

十
二
月
四
日
、

蝿
帽
子
の
嶮
を
こ

え
て
秋
生
に
一
泊

し
た
武
田
耕
雲
斉

の
一
党
は
、
翌
五

日
（
新
暦
一
月
四

日
）
大
野
を
さ
し

て
出
発
し
た
が
、

朝
か
ら
の
雪
と
、

大
野
ボ
が
立
木
を

倒
し
て
お
い
た
た

め
そ
の
進
ボ
の
困

難
は
言
語
に
絶
し

弾
薬
駄
馬
が
谷
民

へ
落
ち
る
事
も
あ
っ
た
。
夜
半
中
島

村
に
達
し
た
が
、
民
家
は
焼
か
れ
雪

中
に
露
営
し
た
。
同
月
六
日
（
陽
暦

五
日
）
雪
の
中
を
、
浪
士
軍
は
連
日

の
疲
労
も
見
せ
ず
三
発
の
号
砲
を
合

図
に
勇
躍
中
島
を
出
発
し
、
笹
叉
峠

の
難
所
を
突
破
し
た
。
大
野
郡
は
号

砲
に
恐
れ
を
な
し
あ
わ
て
ふ
た
め
き

大
砲
を
置
い
て
退
却
し
て
し
ま
っ
た

　

木
の
本
村
は
他
藩
で
あ
る
た
め
大

野
藩
と
し
て
は
焼
き
払
は
な
か
っ
た

の
で
、
浪
士
ボ
を
出
迎
え
か
え
っ
て

宿
泊
を
歓
迎
し
た
。

水
戸
の
総
大
将
武
田
耕
雲
斎
は
五
器

屋
（
杉
本
憲
治
方
）
に
宿
泊
し
、
こ

こ
を
本
陣
と
し
た
。
そ
の
軍
律
は
極

め
て
厳
烈
で
あ
り
、
部
署
整
然
と
し

て
村
民
に
恐
怖
を
与
え
な
か
っ
た
。

一
方
大
野
町
の
混
乱
は
言
語
に
絶
し

婦
女
子
の
避
難
、
家
財
の
運
搬
、
竹

槍
隊
の
編
成
、
各
藩
兵
隊
の
往
来
、

兵
姑
の
準
備
等
全
く
戦
場
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
藩
は
密
議
を
こ
ら
し
た

が
、
結
局
一
戦
を
避
け
る
た
め
、
町

年
寄
布
川
源
兵
衛
を
煩
し
、
浪
士
軍

と
接
衝
せ
し
め
る
こ
と
に
決
し
た
。

布
川
氏
は
そ
の
命
を
受
け
る
や
、
虹

に
死
を
覚
悟
し
、
直
ち
に
旅
装
を
整

え
藩
主
の
駕
寵
に
乗
り
、
決
然
木
太

村
本
陣
に
乗
り
込
ん
だ
が
、
耕
雲
斎

も
喜
ん
で
面
接
を
許
し
た
。
布
川
氏

は
既
に
期
す
る
所
が
あ
り
、
堂
々
と

　

「
貴
軍
が
大
野
城
下
を
通
過
す
る
な

ら
、
一
戦
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
更
に

勝
山
、
丸
岡
、
禰
井
等
の
各
藩
と
も

戦
を
交
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
際
、
無

用
の
戦
い
を
避
け
、
宝
慶
寺
よ
り
今

立
郡
に
入
り
、
敦
賀
に
出
ら
れ
る
こ

と
は
無
難
で
あ
り
近
路
で
も
あ
る
。

も
し
こ
れ
を
承
知
す
る
な
ら
、
道
案

内
者
を
出
そ
う
」
と
の
べ
た
。
耕
雲

斎
は
こ
れ
を
聞
い
て
承
諾
の
意
を
表

し
た
。
こ
れ
で
双
方
の
考
え
も
わ
か

り
、
互
い
に
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

耕
雲
斎
は
「
局
疑
（
い
ず
く
ん
ぞ
う

た
が
わ
ん
）
」
の
二
字
を
書
き
、
特

に
布
川
氏
に
贈
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

大
野
方
面
の
災
難
は
漸
く
ま
ぬ
が
れ

る
こ
と
が
出
来
た
。
後
に
耕
雲
斉
は

敦
賀
で
捕
え
ら
れ
、
雄
図
む
な
し
く

斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

（
写
真
は
杉
本
氏
宅
）
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